
 ●
「
旅
す
る
画
僧
•金
谷
ー
近
江
が
生
ん
だ

奇
才
ー
」
展
 関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

　
【
た
い
け
ん
び
じ
ゅ
つ
か
ん
×
草
津
宿
み
ち
く

さ
ラ
ボ
】
 ミ
ニ
チ
ュ
ア
屏
風
を
つ
く
ろ
う
！
 

 　
３
月
か
ら
５
月
ま
で
草
津
市
立
草
津
宿
街
道
交

流
館
で
開
か
れ
る
「
旅
す
る
画
僧
・
金
谷
」
展
。
今

回
出
品
さ
れ
る
横
井
金
谷
の
作
品
「
洛
東
春
興
図
」

の
修
理
を
行
っ
た
表
具
師
を
講
師
に
迎
え
、
ま
ず
展

覧
会
を
学
芸
員
の
解
説
で
鑑
賞
し
た
後
に
、
屏
風
の

仕
組
み
を
教
わ
り
な
が
ら
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
屏
風
を
つ

く
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
職
人
の
技
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
 

●
日
時
：
５
月
11
日
（
土
）
11
:30
〜
15
:30
 

●
講
師
：
伊
藤
清
人
氏
（
（
株
）
陽
光
堂
）
 

●
対
象
：
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
 

●
定
員
：
15
人
（
要
事
前
申
込
）
 

●
材
料
費
：
一
人
５
０
０
円
 

●
集
合
：
草
津
市
立
草
津
宿
街
道
交
流
館
 

●
申
込
締
切
：
４
月
26
日
（
金
）
 

●
問
合
せ
先
：
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
  

０
７
７
-５
２
２
-２
１
１
１
 

 h
ttp
://w
w
w
.sh
iga-kin
b
i.jp
/ 

 ●
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
を
開
催
し
ま
し
た
！
 

 　
２
０
１
９
年
２
月
10
日
（
日
）
び
わ
湖
大
津
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
を
開
催
し
ま
し
た
。 

２
０
０
名
近
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
を
振
り
返

り
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
や
福
祉
現
場
で
の
ア
ー
ト
活

動
、
国
内
外
で
活
躍
す
る
作
家
に
つ
い
て
み
な
さ
ん

と
情
報
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
作
家
で
あ
る
古
久
保
憲
満
氏
ご
本
人

か
ら
は
海
外
で
の
展
覧
会
や
公
開
制
作
の
様
子
を

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
参
加
者
か
ら
は
、「
来
年
度
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」、

「
作
家
さ
ん
自
身
の
お
話
が
じ
っ
く
り
聞
け
て
良

か
っ
た
」
と
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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滋賀県の文化

滋
賀
県
文
化
情
報
 

『
え
ん
む
す
び
』

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

作品修理の様子

※アール・ブリュット…美術の専門的な教育を受けて
いない人が、伝統や流行などに左右されずに自身の
内側から湧きあがる衝動のまま表現した芸術

古
久
保
憲
滿
氏
の
作
品

会
員
交
流
会
の
様
子
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 ●
 
い
ま
、
あ
ら
た
め
て
身
体
を
考
え
る

〜
p
laying
 B
O
D
Y
 p
laye
rに
つ
い
て
〜
 

成
安
造
形
大
学
【
キ
ャ
ン
パ
ス
が
美
術
館
】
　
田
中
　
真
吾
  

成
安
造
形
大
学
【
キ
ャ
ン
パ
ス
が
美
術
館
】
で
は
、

２
０
１
８
年
10
月
26
日
〜
11
月
17
日
の
間
、

「
p
layin
g B
O
D
Y
 p
layer」と
題
し
た
展
覧
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
 

本
展
覧
会
は
「
身
体
(b
o
d
y)」
と
「
遊
び
(p
lay)」

を
テ
ー
マ
に
据
え
る
こ
と
で
、
近
年
、
美
術
館
な
ど

で
も
ト
ピ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
「
身
体
表
現
作
品
」

の
展
示
方
法
に
つ
い
て
の
考
察
や
、
ま
た
、
鑑
賞
者

に
表
現
の
多
様
性
に
触
れ
て
も
ら
う
機
会
と
し
て

企
画
さ
れ
ま
し
た
。
 

出
品
い
た
だ
い
た
の
は
身
体
に
ま
つ
わ
る
作
品

を
制
作
し
て
い
る
５
名
の
美
術
作
家
で
す
。
 

メ
イ
ン
と
な
る
会
場
で
は
、
１
点
１
点
に
力
強
い

一
本
線
が
引
か
れ
た
１
０
２
点
の
絵
画
が
壁
一
面

に
展
示
さ
れ
、
部
屋
の
中
心
に
は
シ
ー
ソ
ー
の
よ
う

な
装
置
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
①
。
 

作
家
が
そ
の
装
置
を
腰
に
巻
き
、
ス
ク
ワ
ッ
ト

を
行
う
こ
と
で
シ
ー
ソ
ー
が
上
下
し
、
反
対
側
の

先
端
に
つ
け
ら
れ
た
刷
毛
が
画
面
に
線
を
引
く
、

と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
期
中
、
４
度

に
渡
り
作
家
が
ス
ク
ワ
ッ
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
行
い
ま
し
た
。
と
て
も
単
調
で
徒
労
に
も
思
え

る
作
業
で
す
が
、
実
際
に
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
行
な
っ

て
い
る
作
家
の
身
体
が
上
気
し
、
息
が
上
が
っ
て

い
く
様
子
を
見
て
い
る
と
、
こ
ち
ら
も
固
唾
を
吞

み
つ
つ
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
熱
気
に
包
ま
れ
て

い
き
ま
す
。
目
の
前
で
一
つ
の
身
体
が
運
動
す

る
、
と
い
う
営
為
が
放
つ
魅
力
に
気
づ
か
せ
て
く

れ
る
作
品
で
し
た
。
 

ま
た
、
会
期
中
ほ
ぼ
毎
日
会
場
に
足
を
運
ん
で
コ

ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
た
ダ

ン
サ
ー
や
、
動
物
の
皮
を
織
り
込
ん
で
制
作
さ
れ
た

衣
服
の
よ
う
な
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
オ
ブ
ジ
ェ
。
ま
る

で
ゲ
ー
ム
の
中
に
入
っ
た
か
の
よ
う
に
鑑
賞
者
の

動
き
に
合
わ
せ
て
進
行
す
る
映
像
作
品
も
あ
り
ま

し
た
＝
写
真
②
。
 

あ
る
展
示
室
で
は
真
っ
暗
な
部
屋
に
作
家
自
身

の
姿
が
描
か
れ
た
鏡
が
設
置
さ
れ
、
鑑
賞
者
は
手
に

持
っ
た
ラ
イ
ト
で
作
家
の
姿
を
探
す
よ
う
に
鑑
賞

を
行
い
ま
し
た
＝
写
真
③
。
光
が
鏡
か
ら
鏡
へ
と
乱

反
射
す
る
こ
と
で
部
屋
全
体
が
万
華
鏡
の
よ
う
な

空
間
と
な
り
、
そ
の
中
に
い
く
つ
も
浮
か
び
上
が
る

作
家
の
身
体
像
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
、
多
様
な
素
材
と
技
術
を
用
い
な
が

ら
、
誰
も
に
共
通
す
る
「
身
体
」
を
問
い
直
す
こ
と

で
、
表
現
の
原
点
か
ら
新
し
い
可
能
性
を
志
向
す
る

こ
と
が
で
き
た
展
覧
会
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

滋賀県の文化

M
ade in S
higa 

 - 身
近
に
感
じ
る
「
美
」
の
世
界

近
年
に
実
施
さ
れ
た
『
暮
ら
し
ア
ー
ト
事
業
』
の
中
か
ら

地
域
を
元
気
に
す
る
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

❶

❷

❸
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 ●
奔
放
と
精
緻
。
ふ
た
つ
の
画
風
が
混

在
す
る
、
詩
情
豊
か
な
春
の
風
景
 

 

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員
　
平
田
　
健
生
 

 左
右
か
ら
中
央
に
向
か
っ
て
枝
を
伸
ば
し
た
山

桜
が
あ
で
や
か
に
咲
き
誇
る
、
絢
爛
華
麗
な
春
の

風
景
で
す
。
背
後
に
見
え
る
の
は
、
青
々
と
し
た

水
を
た
た
え
た
琵
琶
湖
と
、
山
の
ふ
と
こ
ろ
に
抱

か
れ
た
お
ご
そ
か
な
神
域
。
春
の
山
王
祭
で
有
名

な
日
吉
大
社
の
境
内
で
す
。
画
面
の
下
を
流
れ
る

川
は
大
宮
川
、
そ
こ
に
か
か
る
石
橋
は
有
名
な
日

吉
三
橋
で
し
ょ
う
か
。
山
や
琵
琶
湖
の
青
、
新
緑

や
苔
の
緑
、
そ
し
て
桜
の
葉
や
鳥
居
の
赤
。
鮮
や

か
な
色
彩
が
お
互
い
に
引
き
立
て
あ
っ
て
、
華
や

か
で
開
放
感
に
溢
れ
た
画
面
を
作
り
出
し
て
い
ま

す
。
よ
く
見
る
と
、
遠
景
の
山
や
湖
の
描
き
方
は

現
実
の
か
た
ち
に
こ
だ
わ
ら
ず
自
由
奔
放
に
描
く

「
南
画
風
」
の
描
き
方
、
近
景
に
あ
る
山
桜
の
花

や
枝
は
細
部
を
写
実
的
に
描
き
込
む
「
円
山
四
条

派
風
」
の
描
き
方
で
、
ま
っ
た
く
異
な
る
二
種
類

の
画
風
が
ひ
と
つ
の
画
面
に
混
在
し
て
い
ま
す
。

洋
画
か
ら
出
発
し
て
様
々
な
画
法
を
学
び
独
自
に

昇
華
し
た
、
「
旅
の
画
家
」
池
田
遙
邨
（
１
８
９

５
〜
１
９
８
８
）
ら
し
い
、
大
胆
な
作
品
で
す
。

滋賀県の文化

アートのみかた 
　－滋賀県立近代美術館所蔵作品をもとに－

池田遙邨「江州日吉神社」　昭和12(1937)年　絹本著色・二曲屏風一隻　滋賀県立近代美術館所蔵
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 名
作
オ
ペ
ラ
の
愉
し
み
　
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
曲
　
 

オ
ペ
ラ
《
リ
ゴ
レ
ッ
ト
》
公
演
 

　
　
　
び
わ
湖
ホ
ー
ル
事
業
部
　
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
 

　
舘
脇
　
昭
 

 今
年
６
月
に
、
イ
タ
リ
ア
の
名
門
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
歌

劇
場
が
世
界
的
ス
タ
ー
歌
手
と
と
も
に
来
日
、
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
の
《
リ
ゴ
レ
ッ
ト
》
を
上
演
し
ま
す
。
び
わ
湖
ホ
ー

ル
で
の
上
演
は
、
２
０
１
１
年
以
来
実
に
８
年
振
り
５

度
目
と
な
り
ま
す
。
 

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
は
オ
ペ
ラ
王

と
称
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
を
代

表
す
る
作
曲
家
で
す
。病
気
の

た
め
妻
と
子
を
次
々
と
亡
く

し
、失
意
の
ど
ん
底
か
ら
28
歳

の
若
さ
で
発
表
し
た「
ナ
ブ
ッ

コ
」
が
大
ヒ
ッ
ト
、
79
歳
で
発

表
し
た
「
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
」

に
至
る
ま
で
生
涯
に
26
も
の

オ
ペ
ラ
を
作
曲
し
、そ
の
殆
ど

の
作
品
が
今
も
世
界
中
で
上

演
さ
れ
て
い
る
と
い
う
類
ま

れ
な
作
曲
家
で
す
。
 

《
リ
ゴ
レ
ッ
ト
》
は
、
彼
が

37
歳
の
時
の
作
品
、当
時
と
し

て
は
相
当
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
な
出
来
事
で
し
た
。そ
れ
ま

で
の
オ
ペ
ラ
で
は
考
え
ら
れ

な
い
タ
イ
プ
の
背
中
に
こ
ぶ
を
持
つ
宮
廷
道
化
師
を
主

人
公
と
し
、強
い
政
治
色
に
不
道
徳
的
な
内
容
、「
呪
い
」

が
物
語
を
支
配
す
る
な
ど
、
原
作
者
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・

ユ
ー
ゴ
ー
で
さ
え
オ
ペ
ラ
化
に
は
反
対
し
た
と
い
い
ま

す
。
し
か
し
、
渾
身
の
自
信
作
「
女
心
の
歌
」
や
嵐
な
ど

自
然
描
写
の
巧
み
な
音
楽
と
、
主
人
公
道
化
リ
ゴ
レ
ッ

ト
の
怒
り
、悲
哀
、娘
へ
の
愛
情
な
ど
感
情
を
盛
り
立
て

る
ス
ト
ー
リ
ー
が
観
衆
を
圧
倒
。
歴
史
に
名
を
残
す
イ

タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
の
一
大
傑
作
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ

の
後
、
《
イ
ル
・
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
レ
》
、
《
椿
姫
》
と
、

次
々
と
傑
作
を
発
表
、
中
期
傑
作
の
森
３
作
と
呼
ば
れ

る
作
品
群
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
 

今
回
の
上
演
で
は
、
リ
ゴ
レ
ッ
ト
役
に
は
、
昨
年
の

バ
ー
リ
歌
劇
場《
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
レ
》で
の
圧
倒
的
な
歌

唱
が
記
憶
に
新
し
い
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ガ
ザ
ー
レ
、
マ
ン

ト
ヴ
ァ
公
爵
に
は
超
高
域
を
得
意
と
し
前
回
の
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
歌
劇
場
公
演
で
フ
ロ
ー
レ
ス
の
代
役
を
務
め
見
事

な
成
功
を
収
め
た
セ
ル
ソ
・
ア
ル
ベ
ロ
、
純
愛
を
貫
く

ジ
ル
ダ
に
は
今
や
世
界
の
プ
リ
マ
と
し
て
活
躍
す
る
デ

ジ
レ
・
ラ
ン
カ
ト
ー
レ
と
、
い
ま
《
リ
ゴ
レ
ッ
ト
》
を
聴

く
な
ら
こ
の
歌
手
で
聞
き
た
い
と
い
う
ス
タ
ー
歌
手
が

揃
い
ま
す
。
本
格
的
な
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
を
観
る
全

て
の
条
件
が
揃
っ
た
、
ま
さ
に
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
、

ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
。

滋賀県の文化

オ
ペ
ラ
日
和

●
オ
ペ
ラ
の
楽
し
み
方
 

　
豪
華
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
、
 

び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
愉
し
む
オ
ペ
ラ
話
題
作
 

２
０
１
９
年
度
の
び
わ
湖
ホ
ー
ル
は
、《
リ
ゴ
レ
ッ

ト
》
の
他
に
も
魅
力
溢
れ
る
オ
ペ
ラ
公
演
が
目
白
押

し
で
す
。
４
月
に
は
沼
尻
竜
典
オ
ペ
ラ
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
（
び
わ
湖
ホ
ー
ル
芸
術
監
督
沼
尻
が
お
客
様
に
ぜ

ひ
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
作
品
を
お
届
け
す
る
シ
リ

ー
ズ
）で
は
、生
誕
１
２
０
年
を
迎
え
る
プ
ー
ラ
ン
ク

の
《
声
》
を
演
奏
会
形
式
で
。
７
月
に
は
世
界
的
指
揮

者
大
野
和
士
に
よ
る
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
《
ト
ゥ
ー
ラ
ン

ド
ッ
ト
》
を
壮
大
な
規
模
で
。
20
年
１
月
に
は
、
ワ
ル

ツ
王
と
呼
ば
れ
る
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
世
の

《
こ
う
も
り
》
を
お
正
月
に
ピ
ッ
タ
リ
な
お
目
出
た

い
雰
囲
気
で
お
届
け
し
ま
す
。
そ
し
て
３
月
に
は
ワ

ー
グ
ナ
ー
の「
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
環
」最
終
話《
神
々

の
黄
昏
》
。
シ
リ
ー
ズ
集
大
成
に
相
応
し
い
、
超
弩
級

の
大
規
模
舞
台
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

ボローニャ歌劇場内部

ランカトーレガザーレ

アルベロ


